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２０１７年　２月　３日　　事務局　　滋賀県労連内





県民要求実現実行委員会は1月31日、2月1日と大津市内で春の総行動を開催しました。


　これは、11月に19市町を多様な要求を元に要請・懇談した「自治体キャラバン」を踏まえて、12月5日に県に対して個人請願した要請内容に基づき県の担当課・担当者から回答してもらい、懇談する取り組みです。





全体会の開会にあたって、「思いや課題を実行委員会に持ち寄り、県に解決を突き付けよう。沢山の要求が出ている。県の内部としての予算は2月議会に向けて固まっている。今日、どれだけ改善されたのか回答をもらう。実現したから要求を書かなくてもいいとはなっていない。要求が伝わったうえで出来ないのはなぜか、県に聞き、不十分な内容は引き続き運動しよう。県の予算は若干減っている。国体関係などはこれから増えるだろう。厳しい目で回答を聞こう」と県労連の清水庄次副議長（県職員組合委員長）が挨拶しました。





その後は各課題で県担当課担当者と懇談を行いました。「要請の内容をすでに市町に伝えた」（生活保護関連の事項）、公契約について調査研究しているなど発言がありましたし、「要望通りに進める」とならずとも、「持ち帰る」と返答があるなど少なくとも担当者と切実な課題を共有できた内容も複数ありました。





　二日にわたって開催し参加は延べ60人でした。


　引き続き運動を進めていきましょう。





　情勢と決起として、平和委員会の木村晨二事務局長と大津生健会の八木修会長が報告をされました。木村氏は自衛隊の駆けつけ警護などの動きについて報告し、その上で県がしっかりと生活を守っていく基本姿勢をはっきりさせようと発言されました。八木氏は人権裁判の経過、生活保護受給申請の実態に触れられました。また生活保護受給者の冬季加算が実情に合っていない（灯油換算であまりに少ない）、と詳細な数字をもとに示されました。


　全体会の閉会にあたって県労連の竹腰宏見副議長（全滋賀教組委員長）は）「私たちの税金をいかに有効に使わせるか。予算がないということを言うが、県政は無駄なお金も使っている。積極的な発言で要求実現が勝ちとれるようにがんばろう。」と締めました。





次回、実行委員会は2月15日（水）10:00-県労連








